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研究成果の概要（和文）：造血幹・前駆細胞(HSPC)は、胎仔肝臓・脾臓で増殖した後、出生前に骨髄へ移動し、
成体の骨髄造血を開始すると考えられてきたが、申請者らは免疫組織学的観察により、胎仔において骨髄造血開
始前にc-Kit(+)HSPCが筋組織に集積することを発見した。
以下特許出願の関係上一定期間非公開とする。

研究成果の概要（英文）：Hematopoietic stem and progenitor cells (HPSCs) are regulated and maintained
 by microenvironment and are thought to expand in fetal liver and spleen, and then move to bone 
marrow before birth. On the other hand, we found that c-kit+ HSPCs exist in muscle tissue (Tanaka et
 al., PLoS One, 2015). 
Hereinafter, it will not be disclosed for a certain period of time due to patent applications.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
特許出願の関係上一定期間非公開とする。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
造血幹・前駆細胞は、その周囲を取り囲む「ニッチ」により外的制御を受けている。申請者は
主に胎生期造血の研究、特に造血幹・前駆細胞のニッチによる制御を研究してきた。胎齢 
14.5-19.5 日目の胎仔の免疫組織学的な観察から、骨髄造血開始前に c-Kit(+)造血幹・前駆細 
胞細胞が筋組織に集積することを発見し、報告した（Tanaka, Sugiyama et al., PLoS One 2015）。 
 以下特許出願の関係上一定期間非公開とする。 
 
 
 
 
 
２．研究の目的 
造血幹・前駆細胞は、その周囲を取り囲む「ニッチ」により外的制御を受けている。申請者
らは骨髄造血開始前に c-Kit(+)造血幹・前駆細胞が筋組織に集積することを発見した（Tanaka, 
Sugiyama et al., PLoS One 2015）。 
以下特許出願の関係上一定期間非公開とする。 
 
 
 
 
 
 
 
３．研究の方法 
研究計画  平成 29-30 年度の 2年間で、以下の計画に従って研究を実施した。 
 以下特許出願の関係上一定期間非公開とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
造血幹・前駆細胞は、その周囲を取り囲む「ニッチ」により外的制御を受けている。これま
で造血幹・前駆細胞は、胎仔肝臓・脾臓で増殖した後、出生前の胎齢 19.5 日目より骨髄へ移動・
定着し、成体の骨髄造血を開始すると考えられてきたが、申請者らは免疫組織学的観察により、
胎仔において骨髄造血開始前に c-Kit(+)造血幹・前駆細胞が筋組織に集積することを発見し、
報告した（Tanaka et al., PLoS One, 2015）。 
以下特許出願の関係上一定期間非公開とする。 
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